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平

井

秀

文

ノ

 
近
世
辞
書
で
、
節
用
集
の
よ
う
な
漢
字
付
訓
の
形
式
で
は
な
く
、
い

っ
ぱ
ん
の
解
説
文
に
よ
る
も
の
に
お
い
て
、
遊
仙
窟
の
訓
読
が
ど
う
扱

わ
れ
て
い
る
か
を
み
る
。
そ
の
原
典
は
、
無
刊
記
（
慶
安
刊
）
本
を
も

っ
て
す
る
。

 
一
 
適
言
便
蒙
抄

 
二
 
志
不
可
起

 
三
 
倭
訓
栞

 
四
雅
言
集
覧

 
遍
言
便
蒙
抄
（
近
世
文
学
資
料
零
本
）
は
、
俗
語
に
関
す
る
も
の
で
、
と
く

に
上
方
語
の
資
料
に
も
な
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
う
い
う
も
の
に
も
、
わ
ず
か
な

が
ら
援
用
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
や
は
り
遊
仙
窟
が
す
で
に
刊
本
と
な
り
、

い
っ
ぱ
ん
に
よ
く
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
部
門
別
の
編
集
で
あ

る
が
、
，
所
載
回
訓
は
さ
す
が
に
言
語
門
に
偏
し
て
い
る
。

ゴ
バ
ン
 
ユ
ウ
セ
ン
ク
ツ
ニ
イ
ハ
ク
 
 
イ
ゴ
ハ
 
イ
ヅ

碁
盤
遊
仙
窟
三
園
碁
出
二
三

智チ

 エ
恵謬

智チ

蕃
 ノ、

千3

 
 
 
 
リ
ョ
シ
テ
マ
タ
ア
リ
 
 
シ
ツ
グ
シ
ャ
ハ
セ
ン
リ
ヨ
シ
テ
マ
タ
ア
リ

 
 
 
 
 
慮
亦
有
二
一
失
一
愚
者
千
慮
亦
有
二
一

 
 
 
 
 
ト
ク

 
 
 
 
 
得
一
云
云
 
 
〔
器
財
門
〕

 
標
出
語
は
訓
読
で
は
な
く
、
ゴ
バ
ン
と
い
う
字
音
で
あ
る
。
「
碁
盤
を
作
る

法
」
を
述
べ
て
、
そ
れ
に
つ
づ
い
て
右
の
説
明
文
が
あ
る
。
省
略
な
ど
の
少
異

は
あ
る
が
、
だ
い
た
い
原
典
に
よ
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
囲
碁
の
こ
と
に
つ
い

て
の
援
用
で
あ
り
、
か
ん
じ
ん
の
碁
盤
の
語
訓
を
示
す
部
分
は
な
い
。
原
典
で

は
こ
の
援
用
文
の
す
ぐ
前
に
、
 
「
即
索
碁
局
、
共
少
憩
垂
雪
。
」
の
文
が
あ

 
 
 
 
 
 
コ
ハ
ン

り
、
そ
れ
に
「
碁
局
」
と
付
訓
ず
る
6

フ
ウ
リ
ウ
 
ユ
ウ
セ
ン
ク
ッ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ク
ン

風
流
遊
仙
窟
に
お
も
し
ろ
し
と
よ
み
又
な
さ
け
あ
ら
む
と
も
訓
せ
り

 
 
 
や
さ
し
き
心
を
云
也
 
 
〔
言
語
門
〕

 
音
読
で
呼
出
し
、
訓
読
を
示
し
て
い
る
。
回
訓
、
「
風
流
ノ
オ
モ
シ
ロ
キ
ヲ

訪
ヒ
テ
」
、
「
風
流
ト
ナ
サ
ケ
ア
ラ
ン
」
と
文
選
読
す
る
。

 
 
ユ
ウ
ク
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ
ウ
セ
ン
ク
ツ
 
 
 
タ
ン
ク
ワ
ウ

 
 
晩
闇
 
万
葉
に
見
え
た
り
ま
た
遊
仙
窟
に
は
嚥
黄
と
か
き
て
ゆ
ふ
ぐ

 
 
 
 
 
れ
と
よ
ま
せ
り
 
 
〔
時
候
門
〕
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」
万
葉
集
の
例
と
、
用
字
の
異
な
る
を
あ
げ
て
い
る
。
原
書
「
嚥
黄
ト
ユ
フ
ク

レ
ナ
リ
」
。

 
コ
ハ
ダ
カ
 
コ
ウ
ロ
ン
 
 
 
 
コ
ト
バ
 
久
カ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ
ウ
セ
ン
．
ク
ッ

 
 
大
語
 
口
論
な
ど
に
て
詞
の
高
く
な
る
を
い
へ
ゆ
遊
仙
窟
に
見
え
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ギ
ヨ
ミ
ヲ
ホ

 
 
 
 
 
り
か
や
う
の
義
読
多
し
こ
～
に
つ
ら
ぬ
 
 
〔
言
語
門
〕

 
 
 
 
 
 
 
サ
ヘ
ヤ
ク

と
し
て
、
以
下
に
「
無
言
」
な
ど
の
義
読
の
例
を
多
く
あ
げ
て
い
る
。
原
訓
、

「
大
語
ト
コ
ハ
タ
カ
ニ
シ
」
で
あ
る
。

 
シ
ホ
タ
ル
、
．
ユ
ウ
セ
ン
ク
ツ
 
、
 
 
 
 
ナ
ミ
タ

 
 
泣
涙
 
遊
．
仙
窟
に
見
え
た
り
涙
に
ぬ
．
る
～
義
也
 
 
〔
言
語
門
〕

 
こ
れ
も
、
原
訓
、
「
泣
涙
ト
シ
ホ
タ
レ
テ
」
と
あ
る
を
い
う
。

 
サ
ハ
ヤ
カ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
，
 
 
 
 
ク
ロ
ウ
 
．

 
 
爽
 
い
さ
ぎ
よ
き
心
也
遊
仙
窟
に
は
肝
腰
と
か
き
て
さ
は
や
か
と
読
せ
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
言
語
門
〕

 
原
訓
、
 
「
旺
膿
ト
サ
ハ
ヤ
カ
ニ
．
テ
。
」
歩
出
の
用
字
は
異
な
る
が
、
訓
義
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．

通
ず
る
も
の
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
「
ユ
ウ
セ
ン
ク
ツ
」
の
付
訓

は
、
こ
の
項
だ
け
は
脱
し
て
い
る
。
・

 
こ
れ
で
、
す
べ
て
で
あ
る
。
解
説
の
原
文
は
、
必
要
な
部
分
を
あ
げ
た
の

で
、
全
文
と
は
限
ち
な
い
。
と
く
に
留
意
す
べ
き
も
の
は
な
い
が
、
遊
仙
窟
の

訓
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
も
の
は
、
つ
ね
に
文
選
読
の
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と

い
う
通
例
は
、
こ
こ
で
も
例
外
で
は
癒
い
。
 
 
 
、
 
 
，

 
 
 
 
 
 
 
 
二

 
さ
ら
に
ひ
ど
つ
、
俗
語
の
資
料
た
る
志
不
可
起
（
近
世
文
学
資
料
類
従
本
）
．

を
み
る
。
前
項
よ
り
内
容
が
多
い
だ
け
に
、
援
か
れ
て
い
る
語
例
も
多
い
。
や

は
り
、
遊
仙
窟
の
訓
読
が
特
徴
的
な
略
の
と
考
え
ら
れ
、
流
布
し
て
い
た
こ
と

を
示
す
。
解
説
文
の
転
載
方
法
は
、
前
項
と
同
じ
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
う
じ
ゃ
う

 
ち
よ
つ
か
 
人
ヲ
見
ク
タ
ス
ヲ
ち
よ
つ
か
に
お
も
ふ
と
云
向
上
に
思

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ツ
イ
 
 
チ
ョ
ク
カ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
ウ
ジ
ヤ
ウ
ト
ミ
ア
グ
レ
バ

 
 
 
 
 
 
ト
云
ノ
対
ニ
テ
直
下
也
 
遊
仙
窟
二
向
 
上
 
 
 
 
則
有
ご

 
 
 
 
 
 
セ
イ
ヘ
キ
ノ
ア
ヲ
ギ
イ
ハ
ホ
ノ
バ
ン
 
ジ
ン
ト
ヨ
ロ
ヅ
ヒ
ロ
ナ
ル
 
チ
ヨ
ク
カ
ト
ミ
オ
ロ
セ
ハ

 
 
 
 
 
 
青
壁
 
 
・
 
万
尋
「
．
 
 
 
直
下

 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
キ
タ
ン
ノ
ミ
ト
リ
ノ
フ
チ
ノ
 
セ
ン
ジ
ン
ド
チ
ヒ
ロ
ナ
ル

 
 
 
 
 
 
則
有
二
碧
潭
 
 
・
 
 
 
千
例
「
 
云
云

．
音
読
を
標
出
し
、
そ
の
用
法
を
い
う
が
、
例
の
文
選
読
に
よ
る
乙
訓
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
チ
ヨ
ク
カ

「
直
下
ト
ミ
ヲ
ロ
セ
ハ
、
ミ
ク
タ
セ
ハ
」
の
回
訓
で
あ
る
。
「
直
下
」
と
原
訓

ど
お
り
表
記
し
．
な
が
ら
、
標
出
な
ど
は
「
ち
よ
つ
か
」
の
表
音
的
表
記
に
よ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一

る
。

 
 
 
 
 
 
ワ
ガ
マ
へ

 
 
わ
が
ま
～
 
我
儘
ニ
テ
ス
メ
ド
モ
亦
遊
仙
窟
二
自
在
ト
書

 
原
茸
胤
 
「
自
在
ト
ホ
シ
イ
マ
・
ナ
ル
コ
ト
」
の
語
訓
に
よ
っ
て
、
訓
は
異
な

．
る
も
の
の
、
同
義
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
ギ
ル

 
 
か
は
ゆ
し
皮
束
ト
世
話
字
二
有
手
二
握
ヤ
ウ
ニ
愛
シ
思
フ
ノ
意
力
亦

 
 
 
 
 
 
 
か
あ
い

 
 
 
 
 
 
 
可
愛
ト
書
タ
ル
モ
有
 
遊
仙
窟
ニ
ハ
可
愛
ヲ
お
も
は
し
き
ト

 
 
 
 
 
 
 
ヨ
マ
セ
リ

 
 
 
 
 
カ
ア
イ

 
標
出
は
、
可
愛
を
示
す
か
、
か
な
表
記
は
異
な
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
遊
仙

窟
が
連
想
せ
ら
れ
る
と
い
う
の
か
。
原
訓
、
「
可
愛
ト
ウ
ツ
ク
シ
ケ
ナ
ル
、
メ

テ
タ
キ
、
オ
モ
ハ
シ
キ
」
の
文
選
読
三
訓
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
】
訓
を
あ
げ
．

た
も
の
。
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、

よ
し

原
訓
、よ

ね

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
し

無
用
ニ
セ
ヨ
ト
云
ヲ
よ
し
に
せ
よ
と
云
ハ
與
止
ノ
字
ナ
ラ
ン
カ

遊
仙
窟
ニ
ハ
従
ノ
字
ヲ
よ
し
や
ト
ヨ
マ
セ
リ

ョ
シ
ヤ

「
従
．
渠
痛
不
肯
」
と
あ
る
を
い
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
ね
 
 
 
 
 
 
 
 
 
チ
ヤ
ウ
ブ
ン
セ
イ

武
江
ノ
俗
遊
女
ヲ
よ
ね
と
云
ハ
米
力
又
遊
仙
窟
二
．
張
文
成
ト

ジ
・
フ
シ
ヤ
ウ
 
 
 
ス
グ
ロ
ク
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
ね
 
ノ
リ
モ
ノ

十
娘
が
双
六
ヲ
ウ
ツ
ト
キ
文
成
が
云
ハ
宿
ヲ
賭
ニ
セ
ン

 
 
 
 
 
ト
フ

ト
云
十
娘
が
問
ハ
ソ
レ
ハ
イ
カ
ヤ
ウ
ノ
事
ゾ
ト
云
文
成
が
答
〃

 
 
 
 
 
 
 
 
ヤ
ツ
カ
レ
 
 
ヒ
ト
ツ
 
 
イ
ネ
ヨ

ハ
十
三
マ
ケ
タ
ラ
バ
下
官
ト
一
宿
二
回
下
官
マ
ケ
タ
ラ
バ
十

 
 
 
 
 
イ
ネ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
る
ね
る

娘
ト
一
宿
二
臥
ト
云
タ
リ
よ
ね
ハ
夜
回
ト
云
義
也
ソ
レ
三
宿
．

ノ
字
ヲ
よ
ね
ト
ヨ
メ
リ
の
り
ぢ
の
ト
ハ
今
云
か
け
ノ
事
也

．
あ
え
て
、
全
文
を
あ
げ
た
。
原
典
を
ほ
ぼ
意
訳
し
た
と
も
い
え
る
書
き
下
し

文
で
あ
る
。
原
訓
に
ヨ
木
そ
の
も
の
は
な
い
の
で
、
こ
う
い
う
説
明
に
な
っ
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ネ
ッ
ク
 
ウ
ツ
 
 
 
 
 
，
ヒ
ト
ヨ
フ
セ
、

の
で
あ
ろ
う
。
原
口
、
、
「
宿
ヲ
賭
ト
イ
フ
」
、
コ
宿
直
イ
ネ
ヨ
」
な
ど
の

と
こ
ろ
を
い
う
。

 
 
元
～
す
む
 
遊
仙
窟
二
徒
筒
下
書
リ
和
語
た
ち
す
ま
ふ
也

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タ
ヨ

．
k
回
訓
、
 
「
彷
裡
ト
汐
チ
モ
ト
ヲ
リ
徒
筒
ト
タ
・
ス
ン
テ
便
り
無
。

あ
げ
た
の
は
Y
湯
引
の
語
訓
を
あ
た
ま
に
お
い
て
の
こ
と
か
。

つ
き

」．

a
語
を

器
ノ
字
ヲ
か
ほ
っ
き
ナ
ド
ノ
つ
き
に
用
ト
云
リ
又
つ
き
の
よ
い
ト
．

云
ノ
つ
き
ハ
次
第
ノ
ヨ
キ
ト
云
義
ニ
テ
次
ノ
．
字
ナ
ル
ニ
や
つ
れ

く
草
二
家
居
の
つ
き
く
し
く
ト
巡
遊
仙
窟
ニ
ハ
方
便
を
つ
き
．

く
し
ト
ヨ
メ
リ

近
世
辞
書
と
「
遊
仙
窟
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訓

 
そ
の
前
文
を
も
長
く
あ
げ
た
の
は
、
「
つ
き
（
器
〉
」
と
「
つ
き
く
し
」

．
と
の
関
係
な
ど
．
あ
ま
り
に
も
か
け
は
な
れ
た
同
音
ゆ
え
の
考
説
で
馬
そ
れ
が

遊
仙
窟
に
及
ん
で
い
る
た
め
で
あ
る
ゆ
原
訓
、
「
方
便
ト
ッ
キ
く
シ
ク
、
ツ

キ
く
シ
フ
」
。

 
 
お
も
し
ろ
面
白
世
譜
ク
人
ノ
知
コ
ト
ク
神
代
ノ
故
事
今
更
不
・
及
解
二
、

 
 
 
 
 
 
 
遊
仙
窟
ニ
ハ
風
流
ヲ
お
も
し
ろ
ト
ヨ
メ
リ

無
心
、ま

め

 
前
文
は
省
い
た
。

と
、
と
く
に
二
度
と
も
短
く
発
音
す
る
付
訓
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
、

う
読
み
も
通
行
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
マ
メ
ヤ
カ
ニ
」
の
と
お
り
。

て
、
回
訓
、

が
、
「
認
容
」
な
る
語
例
は
原
典
に
な
い
。
お
そ
ら
く
、

ぐ
下
に
あ
る
原
注
ド
、
ゴ
冨
三
一
顔
色
有
璽
容
也
。
」
に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、

た
が
っ
て
本
文
の
語
例
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、

レ
デ
、
マ
メ
ダ
チ
テ
」
の
原
訓
が
あ
る
。

し
た
も
の
之
い
う
べ
き
か
つ

、
 
 
〉
“
＞
 
O

し
カ
カ

「
風
流
ノ
オ
モ
シ
ロ
キ
ヲ
」
の
文
選
読
。

溝セ

ｾノ

ｯ
ニ
酒
息
首
ト
モ
真
成
ト
ぞ
ま
φ
や
か
ト
訓

 
 
ユ
セ
ン
ク
ツ
 
 
レ
ン
シ
ヨ
ク
シ
ン
ヨ
ウ

又
遊
仙
窟
二
三
色
唄
容
ト
モ
．
二
ま
め
だ
っ
ト
ヨ
メ
リ

 
 
イ
ロ
 
 
ヲ
サ
ム
ル
 
マ
メ

私
三
色
ヲ
 
敏
 
ハ
實
ノ
義
也
瞑
ハ
疑
ク
ハ
真
ナ
ラ
ン
カ
真
容
ハ

ま
こ
と
の
か
た
ち
ナ
レ
ハ
是
ま
め
だ
う
也

 
 
 
こ
こ
で
、
-
ま
ず
注
意
せ
ら
れ
る
の
は
、
「
ユ
セ
ン
ク
ツ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
う
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
正
首
、
真
成
」
と
も
に
原
図
、

 
 
 
 
 
 
 
原
文
、
 
「
書
達
之
後
、
十
娘
墨
色
」
と
あ
っ

 
「
三
色
ト
マ
メ
タ
チ
テ
」
で
あ
る
か
ら
、
右
の
説
明
は
正
し
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
原
文
「
飲
色
」
の
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
唄
」
だ
け
な
ら
、
「
イ
カ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
の
訓
と
、
原
注
の
語
例
と
が
相
合

 
 
 
 
 
 
そ
れ
に
し
て
も
、
「
真
容
」
の
説
明
に
及
ぶ
の
は
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ま
び
れ
ハ
ま
み
れ
也
 
但
ま
み
れ
モ
ま
ひ
れ
ト
書
テ
ま
み
れ
ト
ヨ
ム
ベ
シ

 
 
 
 
遊
仙
窟
即
製
倫
滑
ト
書

 
原
訓
、
 
「
倫
滑
ト
ミ
タ
レ
ヌ
、
マ
ミ
レ
タ
リ
」
の
両
三
が
あ
る
。
冒
頭
の
解

説
文
は
、
こ
の
著
者
の
こ
と
ば
に
対
す
る
考
え
が
よ
く
う
か
が
え
る
。
、

ふ
る
ま
ひ

遊
仙
窟
二
挙
止
ヲ
ふ
る
ま
ひ
ト
訓
挙
ハ
駒
止
ハ
静
也
行
住
ト

云
ガ
ゴ
ト
シ

 
原
文
、
「
自
然
能
挙
止
」
．
で
、
「
挙
止
ト
フ
ル
マ
フ
」
と
訓
ず
る
。
と
こ
ろ

が
、
そ
の
す
ぐ
下
に
原
注
が
あ
っ
て
、
「
行
坐
風
流
也
。
挙
、
謂
動
也
。
止
、

息
也
。
住
也
。
」
と
み
え
る
。
右
の
「
挙
ハ
動
止
静
也
行
住
」
と
あ
る
の
は
、
「

お
そ
ら
く
こ
の
注
文
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

あ
ぢ
き
な
し

無
記
灘
齪

無
事
無
情

無
契
 
無
安
 
多
事
 
無
味
灘
詩
語
二

 
後
の
条
の
末
尾
に
「
以
上
共
一
こ
と
記
し
て
い
る
が
、
「
二
歩
、
無
安
、
無

味
」
の
三
語
例
は
、
遊
仙
窟
に
は
全
く
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
思
い
ち
が
い

か
書
き
誤
り
か
￥
こ
の
あ
た
り
、
か
な
り
杜
撰
な
編
集
ぶ
り
を
感
ず
る
。

三

、
倭
訓
栞
（
増
補
語
林
本
、
頭
書
の
増
補
は
採
ら
な
い
）
に
は
、
八
十
条
を
越

え
る
援
用
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
原
典
に
あ
わ
せ
る
と
馬
そ
の
語
例
が

な
い
も
の
、
訳
注
が
な
い
も
の
、
そ
の
ほ
か
疑
問
の
あ
る
も
の
な
ど
が
、
ま
さ

に
三
分
の
一
を
数
え
る
。
こ
れ
ら
は
、
誤
植
を
考
え
て
も
、
活
字
に
な
る
ま
で

の
伝
写
の
過
程
な
ど
に
生
ず
る
錯
雑
も
あ
ろ
う
が
、
か
ん
た
ん
に
は
考
え
き
れ

・
な
い
も
の
が
あ
る
。
原
典
か
ら
直
接
援
用
し
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
も
あ

、
り
、
刊
本
に
直
接
よ
っ
た
も
の
で
・
は
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
な
る
と
偽

・
倭
訓
栞
に
出
典
を
示
さ
れ
た
文
章
に
は
、
す
な
お
に
は
採
り
が
た
い
も
の
が
あ

」
る
の
で
は
な
い
か
。

あ
な
に
く

遊
仙
窟
に
生
憎
又
可
レ
憎
を
よ
め
り
あ
や
に
く
と
も
い
へ
り

あ
な
㌧
く
も
同
し

 
 
あ
や
に
く
 
杜
詩
に
生
憎
柳
紫
白
一
於
綿
「
遊
仙
窟
に
可
憎
望
薄
夜
半
驚
・

 
 
 
 
 
 
 
人
こ
の
生
憎
可
憎
を
あ
や
に
く
乏
も
あ
な
に
く
と
も
よ
め
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
ナ
ニ
ク
ノ

 
こ
の
二
条
を
通
じ
て
原
文
に
あ
た
る
ど
、
・
「
可
 
惜
」
は
あ
る
が
「
生
憎
」

は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
前
条
の
説
明
は
後
条
に
あ
る
杜
詩
の
語
例
を
も
誤
入

し
た
の
で
は
な
い
か
。

う
な
つ
く
 
遊
仙
窟
に
領
導
を
よ
み
真
名
伊
勢
物
語
に
領
拝
乏
填
た
り

 
こ
の
訓
、
ま
た
「
領
状
」
の
語
も
、
原
典
に
み
え
な
い
。
何
ら
か
の
拠
る
と

こ
ろ
の
も
の
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
と
思
わ
れ
る
の
は
、
追
想
の
和
字
正
濫

通
妨
抄
に

う
な
つ
く
 
領
厭
遊
仙
窟
二
。

 
 
 
 
 
め
る
事
な
し
、

今
云
、
遊
仙
窟
に
、
高
歌
を
う
な
つ
く
と
よ

と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
通
例
全
書
の
説
を
否
定
し
た
の
で
あ
る

 
 
う
な
つ
く

が
、
「
詫
状
」
の
男
芸
が
、
正
誤
い
ず
れ
に
せ
よ
、
何
ら
か
に
あ
っ
て
そ
れ
が

転
用
せ
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
倭
訓
栞
が
こ
れ
に
拠
っ
て
い
る
と
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は
思
え
な
い
が
。

 
 
う
は
の
そ
ら
遊
仙
窟
に
上
天
を
よ
む
歌
に
も
よ
め
り

 
こ
の
訓
は
原
典
に
は
な
い
。
語
例
も
「
天
上
」
で
あ
り
、
「
こ
れ
と
は
逆
で
、

「
ア
メ
ノ
ウ
へ
、
ウ
ラ
」
が
原
訓
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
㍉
契
沖
の
和
字
正
濫
砂

に
は

 
 
上
天
う
は
の
そ
ら
髄
仙

と
あ
っ
て
、
そ
の
語
訓
の
存
在
を
遊
仙
窟
に
認
め
て
い
る
⑩
前
条
の
場
合
と
は

反
対
で
あ
る
。
遊
仙
窟
の
諸
本
に
は
「
天
上
」
と
あ
る
が
「
上
天
」
は
な
い
、

．
は
た
し
て
何
に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
．

 
 
か
し
こ
し
祝
詞
な
ど
に
か
し
こ
み
と
も
遊
仙
窟
に
慧
を
か
し
こ
け
と
も

 
 
 
 
 
 
 
見
え
た
り

回
訓
、
「
不
敢
ト
カ
シ
コ
シ
」
は
あ
る
が
、
「
慧
」
の
字
は
原
典
に
は
存
し
な

い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
こ
れ
ら
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
語
（
字
）
訓
が
見
出
せ
な
・
い
も
の
で
、
．
こ
の

錯
雑
は
ど
う
し
て
生
ま
れ
た
か
。

 
 
そ
ふ
 
又
遊
仙
窟
に
陪
従
を
も
よ
め
り

 
 
ソ
ヒ

 
「
副
」
の
語
訓
は
あ
る
が
」
．
「
陪
従
」
ま
た
は
そ
の
各
字
に
も
標
出
の
訓
は

な
い
。
 
「
陪
」
に
「
サ
フ
ラ
フ
コ
ト
」
の
訓
は
あ
る
。

 
 
は
ら
だ
つ
 
遊
仙
窟
に
唄
ノ
字
を
よ
め
り

 
 
ま
め
た
つ
 
遊
仙
窟
に
敏
色
慎
容
な
と
を
よ
め
り

 
近
世
辞
書
と
「
遊
．
仙
窟
」
謬

．
後
条
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
同
じ
記
述
が
前
項
（
志
不
可
起
）
の
「
ま
め
」
の

条
に
あ
っ
た
。
回
訓
、
「
曝
」
に
「
イ
カ
ル
、
マ
メ
タ
ツ
」
が
あ
り
、
「
瞑
」

に
は
そ
の
ほ
か
に
「
ハ
ラ
タ
ツ
」
，
の
訓
が
加
わ
る
。
 
「
慎
容
」
の
語
例
は
な

い
、
前
項
の
既
述
に
ゆ
ず
る
。
．

 
 
そ
ひ
ぶ
し
 
 
 
遊
仙
窟
に
模
陳
を
よ
め
り
「

 
 
む
ね
こ
が
る
㌧
・
遊
仙
窟
に
心
焦
を
よ
め
り

 
 
や
も
め
か
ら
す
 
遊
仙
窟
に
病
鳥
を
よ
め
り

 
こ
れ
ら
は
乙
訓
に
呪
ら
か
で
あ
る
が
、
原
文
は
い
う
ま
で
も
な
く
「
横
陳
」

で
あ
り
、
「
憔
」
で
あ
り
、
「
鵠
」
で
あ
る
。
誤
写
か
、
あ
る
い
は
意
識
的
に

平
易
な
用
字
に
改
め
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

 
 
ゆ
ら
ぐ
 
神
代
紀
に
珀
々
を
も
ゆ
ら
と
よ
み
遊
仙
窟
に
愈
々
を
ゆ
ら
め
く

 
 
 
 
 
 
と
よ
み
し
も
回
し

 
標
出
の
訓
は
な
く
、
原
訓
「
ゆ
ら
め
く
」
は
「
鰹
鋳
ト
ユ
ラ
メ
イ
テ
」
で
、

用
字
が
異
な
る
。

 
こ
れ
ら
は
、
語
（
字
）
例
の
有
無
に
関
す
る
が
、
ま
た
別
に
、
原
文
は
あ
っ

て
も
原
訓
と
は
異
な
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。

 
 
あ
ば
け
る
 
又
遊
仙
窟
に
荒
涼
を
あ
ぼ
け
と
よ
め
り

．
原
訓
、
「
荒
涼
ト
ア
ラ
ケ
テ
、
ア
レ
テ
」
の
両
訓
は
あ
る
が
》
右
の
訓
は
な

い
。
「
あ
ら
け
」
の
誤
推
で
は
な
い
か
。

 
 
い
ひ
が
た
し
 
遊
仙
窟
に
羅
レ
推
辞
を
よ
め
り
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の

訓原
は訓
な '

い 一
。推
 辞
 L“．．

  は

 n  イ

  ナ

  ス

ス
マ
イ
イ
ナ
ヒ
」
な
ど
で
あ
っ
て
馬
標
出

 
 
か
た
く
 
遊
仙
窟
に
一
辺
を
よ
め
り
か
た
つ
か
た
も
同
し
つ
は
休
字
也

 
 
か
た
は
し
 
俗
語
也
傍
端
の
義
な
る
べ
し
遊
仙
窟
に
一
辺
を
よ
め
り

 
 
 
 
 
カ
タ
ツ
カ
タ

 
原
訓
沸
 
「
一
 
辺
」
は
前
条
の
記
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
標
出

の
両
三
は
と
も
に
な
い
ゆ
後
条
の
訓
は
・
、
原
文
「
半
」
に
「
ナ
カ
バ
ノ
、
カ
タ

く
ノ
」
の
両
訓
は
あ
る
。

か
ほ
ば
せ

ほ
～
つ
き

顔
を
よ
め
り
音
便
に
て
か
ん
ば
せ
と
も
い
へ
り
遊
仙
窟
倭
名

砂
に
面
子
を
よ
め
り

．
和
名
抄
に
顔
面
を
よ
み
遊
仙
窟
に
面
子
を
よ
め
り
か
ほ
っ
き
．

な
と
い
ふ
の
つ
き
な
り

 
原
訓
、
「
面
子
ノ
ガ
ホ
ツ
キ
、
カ
ホ
ハ
セ
」
は
あ
る
が
、
標
出
の
訓
は
な

い
。
前
条
の
文
は
や
や
あ
い
ま
い
で
あ
る
が
、
倭
名
砂
に
遊
仙
窟
を
援
い
て
い

る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
顔
面
」
の
条
に
「
遊
仙
窟
三
面

子
」
の
本
文
が
あ
り
、
す
ぐ
そ
の
下
に
「
師
説
加
保
波
世
一
云
保
々
豆
単
」
の

訓
注
あ
る
を
さ
す
。
こ
れ
は
た
だ
ち
に
遊
仙
窟
の
「
面
子
」
に
「
ほ
～
つ
き
」

の
訓
が
あ
る
と
い
う
意
に
解
す
べ
き
で
は
な
く
、
別
に
師
説
の
訓
と
考
え
て
よ

い
。

ま
か
は

源
氏
に
み
ゆ
眼
皮
の
義
な
り
と
い
へ
り
眼
皮
遊
仙
窟
に
み
ゆ
ま

ぶ
た
也
と
そ

 
黒
酒
の
訓
は
な
い
、

に
、
ま
た

 
 
 
メ
ノ
フ
チ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
フ
田

原
訓
「
眼
皮
」
で
あ
り
、
「
瞼
」
で
あ
る
。
別
の
条

 
 
ま
な
こ
ゐ
 
遊
仙
窟
に
二
皮
を
よ
め
り
和
名
抄
も
堆
し
又
ま
ひ
き
と
も
い

 
 
 
 
 
 
 
へ
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
ナ
コ
ヰ

と
出
て
い
る
が
、
標
出
の
訓
は
「
眼
子
」
で
あ
る
。
こ
こ
ら
の
混
乱
は
和
名
釣

に
も
と
つ
く
も
の
か
、
そ
れ
に
は
「
眼
」
の
標
出
に
「
眼
皮
附
」
と
あ
り
、
叙

述
の
な
か
に
「
遊
仙
窟
云
眼
皮
」
の
本
文
に
つ
づ
い
て
へ
訓
注
「
師
説
萬
比
岐

一
説
萬
奈
古
井
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
契
沖
は

正
濫
釣
で

眼
皮
 
ま
な
こ
ゐ
謎
鋤
羅
又

と
述
べ
て
い
る
。
訓
、
語
、
典
拠
、
叙
述
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
錯
綜
し
て
援

用
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
つ
ぎ
の
条
に
も
関
係
が
あ
る
。

ま
ゆ
ね
か
く

人
に
恋
ら
る
れ
は
眉
根
痒
b
と
い
へ
り
遊
仙
窟
は
動
眼
皮

醐
則
見
二
好
入
「
と
あ
る
に
回
し

 
原
文
は
、
「
昨
夜
二
皮
醐
、
今
朝
見
好
人
。
」
と
あ
る
と
お
り
で
、
平
出
の

訓
そ
の
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
説
明
の
対
象
と
な
ワ
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
。 

 
よ
ね
 
遊
仙
窟
の
賭
・
宿
を
よ
ね
を
の
り
も
の
に
す
と
夜
寝
の
義
也

 
聖
訓
に
「
よ
ね
」
が
あ
る
の
で
は
な
い
、
こ
こ
の
説
明
は
、
前
項
「
よ
ね
」

に
重
複
す
る
の
で
、
再
説
し
な
い
。
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原
訓
す
な
わ
ち
刊
本
の
訓
と
古
訓
と
に
異
同
が
あ
っ
て
、
援
用
の
訓
に
つ
い

‘
て
考
え
る
べ
き
も
の
も
あ
る
。

 
．
ひ
た
㊨
 
和
名
抄
に
膵
を
よ
め
り
遊
仙
窟
に
雑
鐸
と
見
え
た
り

 
 
「
雑
鐸
」
の
刊
本
の
訓
は
「
矩
ノ
ア
フ
ラ
ヲ
」
と
あ
る
が
、
古
訓
は
諸
本
ま

さ
し
く
「
ヒ
タ
レ
」
と
訓
じ
、
標
出
の
訓
に
【
致
す
る
。
刊
本
は
「
難
鷹
」
の

．
と
き
に
は
「
維
ノ
ヒ
タ
シ
」
と
あ
る
は
、
「
ヒ
タ
レ
」
の
誤
認
に
．
よ
る
も
の

で
、
こ
れ
も
古
訓
に
は
「
ヒ
タ
レ
」
と
あ
る
。
刊
本
に
よ
っ
た
と
す
れ
ば
、

倭
訓
栞
は
語
例
だ
け
を
あ
げ
て
、
訓
を
無
視
し
た
こ
と
に
な
る
。
．
こ
れ
は
和
名

紗
の
師
説
が
そ
の
ま
ま
遊
仙
窟
の
訓
に
あ
る
と
錯
綜
し
た
の
で
は
な
い
か
。
和

．
名
砂
は
、
「
膵
」
の
条
に
・
-
遊
仙
窟
云
雑
記
」
と
あ
か
、
そ
の
訓
注
に
「
音
翠

師
説
比
太
礼
」
と
あ
る
の
に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
 
ふ
く
つ
け
し
 
源
氏
に
ふ
く
つ
け
か
る
と
と
も
い
へ
り
遊
仙
窟
に
三
生
を

 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
ぐ
つ
け
び
と
と
よ
め
り

 
こ
の
訓
説
に
よ
る
と
、
刊
本
の
訓
か
ら
は
解
け
な
い
。
原
文
「
貧
生
」
は

．
「
ム
サ
ホ
レ
ル
ヒ
ト
」
の
付
訓
だ
け
で
、
標
出
の
訓
あ
る
い
は
「
ふ
く
つ
け
び

と
」
は
、
刊
本
の
他
語
の
訓
に
も
な
い
。
し
か
る
に
古
訓
を
み
る
と
「
フ
ク
ツ

ケ
キ
ヒ
ト
、
ム
ク
ツ
ケ
キ
人
」
で
あ
っ
て
、
か
え
っ
て
「
ム
サ
ホ
レ
ル
ヒ
ト
」

で
は
な
い
。
こ
こ
で
、
右
の
叙
述
を
そ
の
ま
ま
に
認
め
・
る
と
、
倭
訓
栞
は
刊
本

に
拠
っ
て
は
い
な
い
か
、
と
い
う
既
述
の
考
え
も
お
こ
る
。

 
語
句
の
訓
読
に
関
す
る
標
出
の
条
が
あ
る
。

い
は
き
に
し
あ
ら
さ
れ
は

伊
勢
物
語
に
見
ゆ
白
氏
に
人
非
二
木
右
一
皆
有

情
の
意
遊
仙
窟
に
も
見
え
た
り
」

近
世
辞
書
と
「
遊
仙
窟
」
訓

 
古
典
の
文
章
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
例
で
、
白
氏
文
集
と
と
も
に
遊
仙
窟
も
援

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヒ
ト

か
れ
る
Q
語
句
に
は
少
し
異
同
は
あ
る
が
っ
原
訓
、
「
心
木
渇
望
非
ス
、
量
二

深
恩
ヲ
忘
ン
ヤ
」
。

 
 
に
る
べ
き
こ
の
か
み
．
源
氏
に
み
ゆ
遊
仙
窟
に
気
調
如
レ
兄
崔
季
珪
之
小

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
妹
と
見
え
た
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
ノ
カ
ミ

 
心
置
、
「
気
無
ノ
イ
キ
サ
シ
バ
（
ソ
ヘ
ラ
ヒ
バ
）
兄
ノ
如
シ
、
二
季
珪
カ

ヲ
ト
イ
モ
フ
ト

小
妹
ナ
レ
ハ
。
」
の
説
明
が
、
標
出
と
な
っ
て
い
る
。

お
き
つ
な
み

漢
津
波
の
義
な
り
と
を
む
ま
よ
び
き
と
萬
葉
集
に
つ
～
け

り
た
わ
む
眉
ひ
き
に
て
波
の
横
た
わ
れ
る
を
讐
へ
い
へ
り

遊
仙
窟
に
一
々
横
波
翻
成
眼
尾
と
い
へ
る
か
こ
と
し

・
こ
れ
も
、
語
訓
の
説
明
で
は
な
、
い
。
西
出
の
語
は
も
ち
ろ
ん
原
訓
に
な
い
の

で
、
比
喩
に
用
い
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
回
訓
、
「
一
得
ト
カ
ヘ
レ
ル
横
レ
ル

 
 
 
カ
ヘ
 
 
 
マ
ナ
シ
リ

波
ハ
、
翻
り
テ
眼
尾
ヲ
成
セ
リ
」
。

 
な
お
、
倭
名
抄
か
ら
の
援
用
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
語
訓
が
あ
っ

て
、

こ
し
ば
せ
 
倭
名
抄
に
遊
仙
窟
の
細
腰
支
を
よ
め
り

 
「
要
目
」
の
条
に
、
「
遊
仙
窟
詳
細
細
腰
支
」
の
本
文
の
す
ぐ
下
に
、
「
師
説

古
之
波
勢
」
の
訓
注
が
あ
る
。
原
意
馬
「
細
細
ト
ホ
ソ
ヤ
カ
ナ
ル
新
婦
ノ
コ
シ

バ
セ
ハ
」
で
、
右
の
文
は
「
細
」
が
一
字
脱
し
て
い
る
。
 
 
 
 
 
 
 
，

り
よ
う
び
ん

晋
ノ
東
宮
善
事
に
龍
養
ノ
野
遊
仙
窟
に
五
礼
龍
昏
昏
と
い

へ
り
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字
音
を
脱
出
し
て
い
る
が
、

で
は
な
い
。
、

原
訓
、

 
 
 
 
ヒ
ン
 
ム
シ
ロ

「
五
彩
ノ
龍
養
ノ
席
」
で
、

「
莚
」

こ
の
し
ま
ゴ
神
名
式
山
城
葛
野
郡
木
島
二
坐
天
照
御
魂
ノ
神
社
古
来
四
道
．

 
 
 
 
 
学
者
最
所
二
崇
信
一
也
と
遊
仙
窟
の
駿
に
見
え
た
り
太
秦
村
に

 
 
 
 
 
あ
り

 
刊
本
そ
の
他
諸
本
の
駿
文
に
そ
れ
ぞ
れ
少
異
は
あ
る
が
、
訓
読
伝
受
に
つ
い

て
の
記
述
が
あ
る
、
そ
れ
に
つ
い
て
か
ん
た
ん
に
記
し
て
い
る
。

 
以
上
、
遊
仙
窟
の
訓
読
を
め
ぐ
る
標
出
で
、
問
題
の
あ
る
条
々
を
指
摘
し

た
。
こ
れ
ら
を
除
い
て
他
に
五
十
余
条
の
標
出
は
あ
る
が
、
本
稿
に
は
省
略
す

一
る
。
た
だ
、
つ
い
で
に
、
前
々
項
や
前
項
で
も
標
出
の
あ
る
も
の
を
あ
げ
て
お

く
。

お
も
し
ろ
し

．
顕
宗
紀
に
可
怜
を
よ
み
遊
仙
窟
に
風
流
を
よ
み
霊
異
記
新

撰
字
鏡
に
諮
を
よ
み
悔
恰
也
心
乱
也
と
注
せ
り

こ
れ
は
両
項
に
標
出
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
便
蒙
抄
に
み
え
る
も
の
に

さ
は
や
か
・

こ
わ
だ
か

清
潔
の
意
に
い
ふ
さ
つ
は
り
と
い
ふ
俗
語
是
也
或
は
爽
字
を

よ
め
り
知
顕
抄
に
き
よ
ら
か
に
さ
は
や
ぎ
て
と
見
え
た
り
遊

仙
窟
に
旺
膿
も
よ
め
り

遊
仙
窟
に
大
語
を
よ
め
り
六
帖
の
歌
に
も
見
え
た
り
聲
高
の

義
也

「
志
不
可
起
」
の
ほ
う
の
標
出
と
共
通
す
る
も
の
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

ま
み
る

塗
を
よ
み
遊
仙
窟
に
論
滑
を
よ
め
り
俗
．
ま
ぶ
る
と
い
ふ
は
転
削

成
へ
し

ふ
る
ま
ひ
・
遊
仙
窟
に
挙
止
日
本
紀
に
進
止
を
よ
め
り

つ
き
み
＼
し
遊
仙
窟
に
方
便
を
溶
せ
り
似
つ
か
は
し
き
意
に
い
へ
り

あ
ぢ
き
な
し
 
神
代
紀
に
無
道
回
状
等
を
よ
め
り

 
 
 
 
 
 
遊
仙
窟
の
無
情
を
も
し
か
よ
め
り
後
世
歌
に
よ
む
は
此
意

 
 
 
 
 
 
な
り

四

 
雅
言
集
覧
（
増
補
本
、
補
と
注
す
る
と
こ
ろ
は
採
ら
な
い
）
は
、
雅
言
を
集

回
す
る
の
で
、
用
例
は
き
わ
め
て
詳
し
い
が
、
解
説
の
文
な
ど
は
、
倭
訓
．
栞
と

ち
が
っ
て
少
な
い
。
遊
仙
窟
に
つ
い
て
は
、
約
七
十
条
を
標
出
す
る
。
そ
の
う

ち
所
載
の
位
置
を
示
す
丁
数
を
明
記
し
て
い
る
の
は
二
十
余
条
に
わ
た
る
が
、
，

そ
れ
⑥
は
原
典
す
な
わ
ち
刊
本
の
に
だ
い
た
い
一
致
す
る
。
ま
た
援
用
文
も
原

文
に
近
い
形
で
示
し
て
い
て
、
刊
本
か
ぢ
直
接
に
援
い
で
い
る
と
認
め
ら
れ

る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
ヘ
ヰ
シ
テ
 
 
 
ニ

 
 
い
へ
ゐ
 
家
居
〔
遊
仙
窟
、
＋
七
〕
別
 
宅
二
子
此
一

 
 
ほ
～
ゑ
む
 
三
三
云
、
口
を
ひ
ら
き
歯
も
乏
を
あ
ら
は
さ
で
忍
び
で
笑
ふ

 
 
 
 
 
 
 
ほ
ど
に
頬
に
す
こ
し
其
さ
ま
の
顕
れ
て
み
ゆ
る
な
り
〔
遊
仙
窟
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ホ
ヘ
エ
ミ
テ

 
 
 
 
 
 
 
＋
六
〕
忍
 
笑

 
 
わ
な
㌧
ぐ
 
〔
遊
由
窟
、
十
〕
頻
聲
戦
ワ
ナ
・
ク
（
声
に
も
手
足
に
も
ふ
る
ふ

 
 
 
 
 
 
 
を
い
ふ
）
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よ
こ
た
わ
る

 
 
 
 
 
 
ヨ
コ
タ
ハ
ル

〔
遊
仙
窟
、
二
〕
高
嶺
横
レ
天

 
 
や
つ
か
り
 
〔
遊
仙
窟
。
一
〕
僕
ヤ
ッ
ヵ
リ
○
鞍
置
延
喜
よ
り
こ
な
た
に
は
を
さ

 
 
 
 
 
 
 
を
さ
み
え
ず

な
ど
の
例
そ
の
他
で
、
こ
れ
ら
の
数
字
は
そ
の
表
裏
ま
で
は
記
し
て
い
な
い

が
、
刊
本
の
丁
数
に
合
致
す
る
。
も
っ
と
も
写
、
二
条
で
は
あ
る
が
、
そ
の
丁
数

の
誤
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
原
典
に
よ
っ
て
訂
正
す
る
こ
匙
が
で
き
る
。
た

だ
し

 
 
さ
㌧
ぐ
 
〔
遊
仙
窟
、
中
〕
未
敢
為
撃
韓
履

 
 
ひ
と
な
ぶ
り
 
〔
遊
仙
窟
、
五
〕
媛
為
人
旧
劇
（
此
劇
の
字
ひ
と
な
ぶ
り
と
訓

 
 
 
 
 
 
 
 
せ
り
）

の
如
き
、
遊
仙
窟
に
「
（
巻
）
中
」
が
あ
る
べ
く
も
な
い
の
で
、
丁
数
「
十
」
の

類
形
に
よ
る
誤
り
で
あ
り
、
後
の
例
は
、
「
五
媛
為
入
」
と
あ
る
原
文
の
本
文

た
る
「
五
」
が
ソ
デ
ガ
ッ
コ
の
中
に
誤
回
し
て
、
丁
数
を
示
す
形
に
な
っ
て
い

・
る
に
す
ぎ
な
い
。

 
誤
字
も
ま
ぬ
が
れ
な
い
が
、
原
文
に
対
照
す
る
と
、
類
形
な
ど
で
か
ん
た
ん

に
解
決
で
き
る
。
と
く
に
著
し
い
も
の
を
あ
げ
る
と
、

 
 
あ
た
ら
し
く
 
「
遊
仙
窟
〕
扇
情
光
頭
物

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
ワ
ラ
バ
 
 
コ
ン
コ
ロ
 
シ
バ
ヅ
キ
ヤ
ミ

 
 
し
は
ぶ
き
や
み
咳
病
髭
仙
窟
〕
病
人
近
来
患
 
霰

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワ
ラ
バ
へ

前
者
は
、
原
文
「
可
惜
尖
頭
物
」
に
明
ら
か
で
あ
り
、
後
者
は
、
馳
原
訓
「
児

コ
ノ
コ
ロ

近
来
患
蔽
ト
シ
パ
フ
キ
ヤ
ミ
シ
」
に
よ
る
と
、
「
ワ
ラ
バ
・
」
の
お
ゼ
り
字

 
近
世
辞
書
と
「
遊
仙
窟
」
謬

を
そ
の
ま
ま
「
ハ
」
と
還
元
し
、
さ
ら
に
こ
れ
を
類
形
か
ら
漢
字
「
人
」
と
誤

認
し
た
と
解
せ
ら
れ
る
。

 
他
の
説
を
か
り
た
叙
述
に
遊
仙
窟
が
援
用
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
リ
イ
キ
ズ
タ
マ
 
 
ニ
 
ナ
ヤ
マ
ズ
 
 
ヲ

 
 
い
き
す
だ
ま
 
〔
遊
仙
旗
＋
二
〕
窮
 
鬼
故
 
 
調
レ
入
〔
和
名
、
二
〕
遊
仙
窟

 
 
 
 
 
 
 
 
云
、
窮
鬼
師
説
伊
如
実
太
萬

原
訓
、
 
「
窮
鬼
ノ
イ
キ
ス
タ
マ
、
そ
キ
ス
カ
タ
」
の
左
右
訓
が
あ
る
。
な
お
、

丁
数
は
［
十
三
」
が
た
だ
し
い
。
「

 
 
に
ほ
ふ
 
匂
。
是
は
ツ
ヤ
の
あ
る
意
也
、
う
つ
く
し
う
艶
な
る
を
い
へ

 
 
 
 
 
 
り
、
契
沖
云
、
遊
仙
窟
井
萬
葉
集
に
艶
の
字
を
に
ほ
ふ
と
よ
め

 
 
 
 
 
 
h
ソ
 
 
、

こ
の
契
沖
説
は
、
そ
の
ま
ま
源
注
拾
遺
に
み
え
る
。

 
 
か
は
ゆ
し
 
或
嬉
遊
仙
窟
可
愛
語
中
の
声
と
あ
る
可
愛
の
字
に
や
と
い
へ

 
 
 
 
 
 
 
ど
、
仮
字
た
が
へ
れ
ば
し
か
に
は
あ
ら
じ

既
述
、
志
不
可
起
の
項
に
、
こ
の
標
出
と
説
明
と
が
あ
る
。

 
原
注
も
、
三
条
援
用
せ
ら
れ
て
い
る
。

 
 
こ
ま
い
ぬ
 
〔
遊
仙
窟
〕
駄
頭
玉
獅
子
〔
注
」
陳
云
。
以
レ
玉
刻
為
二
師
子
一
安
二

 
 
 
 
 
 
，
駄
頭
「
逐
二
鬼
魅
「
丼
得
・
鎮
六
塵
藍
席
【

原
文
と
文
字
に
少
し
の
異
同
は
あ
る
が
。

 
 
さ
か
の
ぼ
る
 
〔
遊
仙
窟
、
三
〕
源
二
軽
舟
一
〔
注
〕
逆
而
上
日
・
源

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
 

シ
テ
ル
ヲ
コ
ト

こ
れ
は
、
原
注
の
な
か
に
「
爾
雅
日
、
逆
 
而
上
 
日
レ
源
。
」
と
あ
る
を
い

'
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♂

 
》
つ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
バ
ラ
ク
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
バ
ラ
ク

 
 
 
し
ば
ら
く
 
・
〔
遊
仙
窟
、
五
〕
造
次
無
可
三
方
程
〕
倉
卒
貌
〔
同
〕
須
奥
之
間

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
 
 
 
 
 
 
 
ノ

．
原
注
、
『
比
方
」
の
下
に
「
造
次
者
、
倉
卒
貌
。
」
と
あ
る
に
よ
る
．

 
 
音
読
語
を
標
出
す
る
も
の
も
、
そ
の
訓
読
を
説
明
す
る
の
が
つ
ぬ
で
あ
る
。

 
 
 
ば
う
そ
ぐ
 
契
沖
云
、
放
俗
な
る
べ
し
は
を
清
み
て
そ
を
濁
る
べ
し

 
 
 
 
 
 
 
 
・
○
雅
望
案
す
る
に
、
も
し
は
ぼ
ん
の
音
便
の
ぼ
う
に
て
凡
俗

 
 
 
 
 
 
 
 
の
字
な
る
べ
く
や
遊
仙
窟
に
出
て
た
皮
び
之
と
訓
せ
り

 
原
訓
、
「
凡
俗
ノ
タ
・
ヒ
ト
」
で
み
る
。
後
の
条
に
再
出
し
て
い
る
、

 
 
 
ぼ
ん
ぞ
く
 
凡
俗
。
〔
遊
仙
窟
〕
に
凡
俗
タ
、
ビ
串
と
回
し
た
り
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
モ
 
 
 
ナ
ラ
ン
コ
ト
ヲ

 
 
 
た
い
め
ん
 
対
面
 
〔
遊
仙
窟
〕
誰
知
対
面
恰
是
神
仙

 
 
 
 
 
 
 
カ
ホ
 
 
ム
カ

 
原
文
は
、
 
「
面
二
対
フ
ト
キ
ニ
」
と
訓
読
し
て
い
る
q
 
 
 
 
、
，

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
ユ
ミ
ド
ノ

 
 
 
ら
う
廊
〔
遊
仙
窟
〕
長
廊
 
 
 
 
 
 
 
'

 
原
訓
は
、
「
長
廊
ノ
ア
ユ
ミ
ト
ノ
臥
ヤ
カ
ス
」
と
文
選
読
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
ヒ
ジ
ヤ
ウ

 
 
 
ひ
ざ
う
 
非
常
 
〔
遊
仙
窟
〕
非
常
量
感
（
〔
注
〕
常
ナ
ラ
ヌ
ヲ
カ
シ
ギ
コ
ト

 
 
 
 
 
 
 
モ
ア
ラ
ッ
ト
也
）

 
回
訓
、
・
「
非
常
ト
ハ
ナ
ハ
タ
シ
フ
シ
テ
厚
重
ト
タ
、
シ
ク
シ
。
」
、
意
味
を
注
し

 
て
は
い
る
が
、
訓
読
．
に
は
及
ん
で
い
な
い
。

 
 
既
述
の
よ
う
に
、
約
七
十
条
あ
る
標
出
語
の
う
ち
約
三
割
は
倭
訓
栞
の
そ
れ

 
と
共
通
す
る
が
、
転
用
し
た
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
．
前
項
で
煮
出
し
た

語
例
に
同
じ
も
の
に
つ
い
て
、
こ
こ
ろ
み
に
数
例
を
あ
げ
る
と
、
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
シ
コ
シ
ト
イ
フ

 
 
か
し
こ
し
 
〔
遊
仙
窺
二
〕
不
 
 
敢
（
か
く
訓
せ
た
る
は
、
義
訓
也
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
ツ
ハ
リ
ハ
ラ
ダ
チ
テ

 
 
億
ら
だ
っ
腹
立
〔
遊
仙
〕
倖
瞑
目
至

 
 
あ
る
・
荒
 
〔
遊
仙
窟
、
．
＋
七
〕
室
宇
荒
涼
、

こ
れ
に
は
昌
昌
は
な
い
が
、
原
訓
に
明
ら
か
で
、
そ
れ
が
標
出
語
と
な
っ
て
い

る
。
前
項
で
は
「
ア
バ
ケ
ル
」
と
標
出
せ
ら
れ
て
い
た
。

 
 
さ
わ
や
か
ノ
コ
リ
ナ
ク
ザ
ツ
ハ
リ
ト
〔
遊
仙
窟
〕
声
音
鷺
ヤ
カ
鶴
．

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ
ラ
メ
イ
テ

 
 
ゆ
ら
め
き
〔
遊
仙
竃
雅
言
鍵
鋳

前
条
は
「
肝
縷
」
噛
柔
き
、
後
条
は
「
握
々
」
・
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
わ
ず
か

な
例
に
よ
っ
て
も
、
同
じ
叙
述
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

 
な
お
多
く
の
標
出
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
あ
げ
る
べ
く
も
集
い
の

で
、
数
条
を
例
示
し
て
本
稿
を
終
え
る
。

 
．
い
ぶ
か
し
 
シ
ノ
バ
シ
ク
又
ユ
カ
シ
ク
思
ふ
意
な
り
〔
遊
仙
窟
〕
に
未
審

 
 
 
 
 
 
．
を
イ
ブ
カ
シ
と
黙
し
た
る
は
俗
に
不
審
な
る
事
を
い
へ
る
に
．

 
 
 
 
 
 
 
お
な
じ
け
れ
ど
物
語
ぶ
み
に
其
意
な
る
は
管
見
に
は
未
見
及

 
 
 
 
 
 
 
ば
ず

 
 
 
ヤ
イ
フ
カ
シ
 
 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ク
 
 
 
 
ワ
タ

原
簿
、
「
葦
戸
超
超
ト
ハ
ル
下
士
シ
テ
幾
年
．
ヲ
カ
度
ラ
ン
。
」
を
さ
す
。
・

 
 
そ
ご
ろ
 
す
ゴ
う
と
同
じ
〔
遊
仙
竃
不
覚
（
思
ハ
ズ
の
心
也
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ス
う
ロ
ニ

 
 
す
ゴ
ろ
 
〔
遊
仙
窟
〕
気
節
欲
レ
絶
不
覚
転
写
時
若
苗
影
野
娘
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原
訓
蝿

は
「
何

 
 
ふ
る
き
あ
と

 
 
あ
げ
つ
ら
ふ

 
 
 
 
 
 
 
レ
ノ
 
ニ
カ
 
ス
“
ロ
ア
ル
キ

 
 
 
〔
遊
仙
窟
〕
何
 
慮
 

漫
 
．
行
去
来

「
不
覚
ト
ヲ
ロ
ソ
カ
ニ
、
ス
・
ロ
一
こ
の
回
訓
が
あ
り
、
後
条
の
原
文

レ
 
 
 
 
 
 
ス
 
ロ
ア
リ
キ
 
 
 
イ
マ
ジ

ノ
虎
ニ
カ
漫
 
 
行
シ
テ
去
来
ツ
ル
。
」
と
訓
ず
る
。

す
は
や
り

す
た
す
た
」

 
こ
ζ
に
標
出
の
四
条
は
、

で
、
こ
れ
ら
遊
仙
窟
以
外
の
資
料
か
ら
の
援
用
は
全
く
な
い
、

あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
，
 
-
昭
和
五
七
・
九
。
二
〇
稿
一

 
 
 
 
 
カ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

 
〔
遊
仙
窟
〕
張
鷲
古
迩

 
〔
遊
仙
窟
、
廿
八
〕
量
可
同
年
而
語
共
代
論
哉
 
（
此
詞
中
つ
世

に
は
い
は
ず
）

 
 
 
 
 
 
ノ
 
ナ
ヨ
シ
ノ
ス
ハ
ヤ
リ

h
遊
仙
窟
、
珊
〕
東
海
 
鮨
 
 
 
條

 
 
 
 
 
ス
タ
く
ニ
タ
ユ
コ

〔
遊
仙
窟
〕
愁
膓
寸
 
 
 
断

 
 
 
こ
の
と
お
り
の
叙
述
だ
け
が
集
覧
に
出
て
い
る
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
珍
し
い
本
文
で
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近
世
辞
書
と
「
遊
、
仙
窟
」
訓

、


